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本研究 の 目的 は, 学生 が知覚す る看護学教員の ロ ー ル モ デ ル 行動を明らか に し, そ の 特 徴を考察す る こ と で あ る｡ 本研究
の デ ー タ は, 全国 の 看護系大学 ･ 短 期大学 ･ 専門学校 に在学す る学生708名 か ら得 られ た ｢ 教員の ロ ー ル モ デ ル 行 動 に 関す
る質問紙｣ に対す る自由記述 の 回答 で あ り, 分析 に は内容分析を用 い た｡ そ の 結 果, (1. 指導の 時機 ･ 場所 ･ 方法を考慮
す る) , (2. 親身 に な っ て考 え助言す る) , (3. 授業を創意 工夫する) , (4. い っ も明 るく楓爽 と落ち着 い た 態度で
ふ るま う) , (5. 学生 の話を真剣 に聞く) 等, 看護学教員 の ロ ー ル モ デ ル行動を示す35カ テ ゴ リ が形成 された ｡ 本研究 の
結果 は, 学生 が教員 の 行動を観察す る中で , 【熱意を持ち質 の 高 い 教授活動 を志向す る行動】 , 【成熟度 の 高い 社会性を示
す行動】 , 【熟達 した看護実践能力を示す行動】 , 【職業的 な発展を志向 し続け る行動】 に着目し, そ の 教 員を ロ ー ル モ デ
ル と して い る こ と を示唆 した ｡
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. 緒 言
わが国の看護基礎教育課程 は, 看護実践における基本
的能力と して , 看護学の 専門的知識 ･ 技術 ･ 態度 の育成
を教育目的 ･ 目標に 掲げて い る 1) ｡ 教員は, 学生が これ
らの能力を修得するた め に , 専門的知識に関して は講義,
技術 に関して は演習及び実習を中心とした授業形態を用
い , 明確な教授方略に基づ き教育活動を展開して いる｡
しか し, 教員は, 看護職者と して の態度育成の 重要性を
認識して い る 一 方 で , そ れ を どの よう に教授すれば よ い
の か明確な方略を持たず試行錯誤 して いる
2) 3)
｡ こ れ ら
は, 看護職者と して の 態度育成に関する教育活動を検討
するため の基礎資料が必要で ある こと を示す｡
ロ ー ル モ デ ル 行動に 関する先行研究 4)
- 8) は, 学生が
教員の 行動を観察し, 共感, 同 一 化 を通し看護職者と し
て 必要な態度を学習する ことを明らか に した｡ 同時に ,
教員 の看護職に対する肯定的な態度が, 学生 の 看護に対
する価値づ けや看護学学習 へ の動機づけを高め る要因と
し て作用する ことを明らか に した｡ こ れ は, 教員の 行動
や態度が , 学生 に と っ て は看護職者と して 必要な態度を
修得するため の ロ ー ル モ デ ル 行動と して 極め て 重要で あ
る ことを意味する｡
ロ ー ル モ デ ル行動と いう用語は, わ が国 の看護学教育
研究に お い て頻繁に 用い られ て い る｡ し か し, こ の 用語
を明瞭に規定 し使用して い る文献は存在せず, ロ ー ル モ
デ ル 行動を中心的テ ー マ と した研究は極めて少な い ｡ 一
方, 海外 に お い て は, わ が国以上に こ の用語を多用し,
こ の う ち数件の 研究が教員の ロ ー ル モ デ ル 行動を中心的
なテ ー マ と して い た｡ しか し, 学生が教員の どの ような
行動を ロ ー ル モ デ ル行動とし て見 て い るの か , 学生が知
覚する教員の ロ ー ル モ デ ル 行動 の実態を解明した研究は
存在しな い ｡ そ こ で , 次 に述 べ る研究目的の達成に向け,
本研究に着手した｡
な お, 本研究に お い て , ロ ー ル モ デ ル行動とは, 学生
が教育活動を展開する教員を観察し, 共感 ･ 同 一 化 を試
みる教員の ふるま い で あると規定する｡
Ⅱ . 研究目的
学生が知覚する看護学教員の ロ ー ル モ デ ル 行動を明ら
か に し, そ の特徴を考察する｡
Ⅲ . 研究方法
1. 研究対象者
本研究の対象者を次の条件に 該当する学生とした｡
①1999年4月の 時点で完成年度を迎え て い る看護系大
学, 短期大学, 専門学校に 在学して い る者
受理 : 平成12年11月 8 日 Ac c epted: No v e mbe r. 8 . 2000.
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②講義, 演習, 実習の授業形態を経験して い る者
(卦研究参加に 同意を示 した者
2. 測定用具
測定用具に は, 本研究に お い て作成 した看護学教員の
ロ ー ル モ デ ル行動に関する質問紙と対象特性調査紙の 2
種類を用い た｡
看護学教員の ロ ー ル モ デ ル行動 に関する質問紙は, 逮
択式質問と自由記述式質問の 2項目か ら構成さ れ , ｢ 自
分もあん な風に なりた い｣ と思う看護学教員が いるか否
かを問う質問に対し, ｢い る｣ と回答 した対象者 が ｢ 自
分もあん な風に なりた い と思 っ た ときに教員が示して い
た行動｣ に つ い て自由に記述する形式で ある｡
対象特性調査紙は, 文献検討に基づき作成 した6項目
の選択回答式質問と実数記入式質問から構成され て い る｡
こ の 6項目と は, ①在学する教育課程, ②学年, ③性別,
④年齢, ⑤学校の 設置主体, ⑥学校の所在地で ある｡
両質問紙 は, パ イ ロ ッ ト ス タ デ ィ および専門家会議を
行い , 内容的妥当性を検討した｡
3
. デ ー タ収集
1) 研究協力の依頼
研究協力の依頼は, 次の 手順で 行 っ た. まず, 対象者
の条件に該当する看護系大学 ･ 短期大学 ･ 専門学校の い
ず れか に所属する教員で あ る知人に , 研究 の目的と方法
等を説明し, 理解を求めた上で 個別に依頼した｡ 次 に ,
承諾の 得られ た教員が所属する学校を研究者が訪問し,
直接学生に対し て研究目的, 研究 の意義, 倫理的配慮,
返送方法等に関する説明を行い , 任意 の協力を求めた上
で 質問紙と返信用封筒を配布した｡
2) デ ー タ収集期間
デ ー タ収集期間は, 1999年11月5 日から2000年1月28
日 で あ っ た｡
4 . デ ー タ分析
デ ー タ分析は,
_
ベ レ ル ソ ン の 内容分析 9) の方法に基づ
き, 次 の手順で行 っ た｡
1) 有効回答の選別
回収した質問紙の 回答を確認 し
､
, 看護学教員の ロ ー ル
モ デ ル 行動に関する質問紙の自由記述式質問に無記入の
もの を選別 ･ 除外した｡ そ の結果, 得られた質問紙を有
効回答と し, そ の全 て の記述を分析対象とした｡
2) 記録単位および分析単位の決定
記録単位 は, 学生の 記述内容を可能な限りそ の まま の
形 で分類で き, 分析者が - 単位を判断しやすい範囲とす
るため, - 内容を 一 項目と し て含む ｢命題｣, すなわ ち
主語と述語から成る 一 文章を記録単位と した｡ ま た, 文
脈単位は, 記述内容の全体の文脈が理解しやすい範囲と
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なるため, 学生1名分の質問紙全体を単位とする ｢ス ペ ー
ス ･ 回数測定｣ を文脈単位とした｡
3) カテ ゴリ化
学生が記述した内容を記録単位に分割し, それ らを意
味内容の 類似性に基づき分類し, そ の分類を忠実に反映
したカ テ ゴ リ ネ ー ム を っ け た｡ さ ら に, 個 々 の カ テ ゴ リ
を全力 テ ゴ リ の 中 に位置づけ, 各 カ テ ゴ リ間の関係から,
デ ー タ 分類お よび カ テ ゴ リネ ー ム の 適切性に つ い て 検討
した上で最終的なカ テ ゴ リネ ー ム を決定した｡
5. カ テ ゴリの 借病性
カ テ ゴリ の 信頼性を確認するため, 内容分析を用い た
研究経験, 教員とし て の教育経験を持 っ 看護教育学研究
者2名に 分析を依頼し, ス コ ッ ト の式10) に基 づくカ テ ゴ
リ へ の 分類の 一 致率を算出した｡
Ⅳ . 研究結果
研究協力を依頼 した看護系大学4校, 看護系短期大学
5校, 看護専門学校7校の計16校に 在学する学生1,417
名の 内, 返送された質問紙は708, 回収率は50.0%で あ っ
た｡ 有効回答は705で あり, こ れ を本研究の 分析対象と
した｡
1. 対象者の特性 (表1)
対象者 の性別 は, 女性676名 (95.9%), 男性28名
(4.0%), 不明1名 (0.1% )で あ っ た｡ 年齢 は, 18歳か
ら45歳の範囲で あり, 平均は20.9歳 (S D2.58) であ っ た｡
対象者が在学する看護基礎教育課程 は, 大学198名
(28.1%), 短期大学 (3年課程)256名 (36.3%), 短期
大学 (2年課程)31名(4.4%), 専 門学校 (3年課程)
169名 (24.0%), 専門学校 (2年課程) 51名 (7.2% )
で あ っ た｡
対象者の 学年 は, 1年83名 (ll.8% ), 2年320名
(45.4% ), 3年291名 (41.3%), 4年11名 (1.6%)で あ っ
た｡
表 1 対象者の特性
n
- 705
特 性 内 容
性 別 女 性 676名 (95.9% )
男 性 28名 (.4.0% )
不 明 1名 ( 0.1% )
年 齢 18歳 - 4 5歳 平均2P,9歳(S D 2.58)
看護基礎教育課程 大 学 198名 (28.1%)
短期大学 (3年課程) 256名 (36.3%)
短期大学 (2年課程) 31名 (4.4%)
専門学校 (3年課程) 169名 (24.0%)
専門学校 (2年課程) 51名 (7.2%)
学 年. 1 * 83% (1l.8%)
2 年 320名 (45.4%)
3 年 291名 (41.3%)
4 年 11名 ( 1,6% )
2. ロ ー ル モ デ ル となる教員の有無別にみた学生の割合
｢ 自分もあん な風に なり た い｣ と思う看護学教員が
｢い る｣ と回答した学生, すなわち, ロ ー ル モ デ ル とす
る看護学教員の い る学生は493名 (69.9%) で あ っ た ｡
ま た, ｢あん な風に なりた い｣ と思う看護学教員が ｢い
な い｣ と回答した学生, すなわ ち, ロ ー ル モ デ ル とする
看護学教員の い な い学生は212名 (30.1%)で あ っ た ｡
3. 分析対象と した記録単位数
分析対象と した705質問紙の記述内容は, 1,517記録単
位, 493文脈単位に分割で きた｡ そ の 内, 教員 に 対する
印象や感想 に関する記述, 抽象的な記述, 意味不明な記
述を除いた879記録単位を分析対象と した｡
4
. 学生の 記述が形成 したカ テ ゴリ
879記録単位を意味内容の類似性に 基づき分類 した結
果, 35カ テ ゴ リが形成された (表2)｡ 以下 , こ れ ら35
カ テ ゴ リ に つ き結果を論述する｡ な お, こ の カ テ ゴ リ の
論述中に ( )で示した数値は, 記録単位数を表す｡
1) (指導の 時機 ･ 場所 ･ 方法を考慮する)
こ のカ テ ゴ リは, 184記録単位から形成さ れ , 記録単
位総数の20.9% に該当した｡ こ れ ら の記録単位は, 学生
が患者 へ の援助に失敗 したとき後か ら ア ド バ イ スする,
分 からな い こ とを 一 対 一 で 教える, 分 かりやすい言葉や
例を用い て説明する等で あ っ た｡
2) (親身に な っ て考え助言する)
こ の カ テ ゴ リ は, 120記録単位から形成さ れ , 記録単
位総数の13.7% に該当した｡ こ れ ら の記録単位 は, 学生
の こ とを考え どうすれば 一 番良 い の か を考える, ち ょ っ
と した疑問で も親身に な っ て 教え る, 学生 の悩み に真剣
に 相談に の る等で あ っ た｡
3) (授業を創意工夫する)
こ の カ テ ゴ リ は, 75記録単位か ら形成され, 記録単位
総数の8.5% に該当した｡ これ ら の 記録単位 は, 役立 っ
資料などを配布する, 教員 の臨床経験を織り込んで 授業
を っ く る, 自分らしさや先生らしさが伝わる授業をする
等で あ っ た｡
4) (い っ も明るく堀爽と落ち着い た態度で ふるまう)
こ の カ テ ゴ リは, 58記録単位か ら形成され , 記録単位
総数の6.6% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位は , い っ も
笑顔で 明るく して い る, 圃爽とふるまう, 自信を持ち堂々
と して い る等 で あ っ た｡
5) (学生の話を真剣に聞く)
こ の カ テ ゴ リ は, 57記録単位か ら形成され , 記録単位
総数の6.5% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位は , 学生 の
意見に耳を傾ける, 話を最後ま で聞く, 学生を理解しよ
うと話を聞く等で あ っ た｡
6) (学生の 良い所 ･ 努力を認め誉める)
こ の カ テ ゴ リは, 46記録単位か ら形成され, 記録単位
総数の5.2% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, 学生 の
良 い と こ ろを必ず見 っ けて 誉める, で き て い る部分を き
ちん と誉める, 努力 した こと を評価する等で あ っ た｡
7) (学生と共に考え学習する)
こ の カ テ ゴ リは, 33記録単位か ら形成され, 記録単位
総数の3.8 %に該当した ｡ こ れ ら の記録単位 は , 学生 の
疑問を 一 緒 に な っ て考え る, 学生と 一 緒に資料を調 べ る,
教 えると い う態度で はなく 一 緒 に学ぼうと い う姿勢 で接
する等で あ っ たo
8) (学生の 不安や緊張を緩和する)
こ の カ テ ゴ リは, 31記録単位か ら形成され, 記録単位
総数の3.5%に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, 学生が
落ち込ん で い るとき に励ます, 自信を持たせる よう な こ
とを言う, 学生 の 緊張を ほ ぐそうと和やかな雰囲気 にす
る等で あ っ た｡
9) (自己･ 看護 ･ 看護職に対する信念 ･ 価値を示す)
こ の カ テ ゴ リ は, 27記録単位から形成され , 記録単位
総数の3.1%に 該当した｡ こ れ ら の記録単位 は , 自分 の
理想や信念を語る, 看護 の楽しさや面白さな どを自然に
表現する, 自分 の職業に自信を持 っ て い る等 で あ っ た｡
10) (学生の体調 ･ 学習状況等 に関心を示す)
こ の カ テ ゴ リ は, 26記録単位から形成され , 記録単位
総数の3,0% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は , 表情 を
見ただ けで 体調の悪さ に気 づく, 挨拶以外に必ず 一 声 か
ける, 困 っ て い る こ とがな い か尋ねる等で あ っ た｡
ll) (学生の未熟さを容認し補う)
こ の カ テ ゴ リは, 25記録単位か ら形成され , 記録単位
総数の2.8% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, 学生 の
失敗や足りない と ころを フ ォ ロ ー す る, 何気な い と ころ
で そ っ と手伝う等で あ っ た｡
12) (学生と自然体で 接する)
こ の カ テ ゴ リは, 23記録単位か ら形成され, 記録単位
総数の2.6%に該当した｡ こ れ ら の記録単位 は, 自分 の
気持ちを素直に学生に 伝え る, 授業以外で も親 しく話 し
かける, 自分 の こ と に つ い て も話をする等で あ っ た｡
13) (授業を明快に進める)
こ の カ テ ゴ リ は, 22記録単位か ら形成され, 記録単位
総数の2.5% に該当した｡ こ れ ら の記録単位 は, テ ン ポ
の よ い話 し方と進み方で 授業する, 目的や重要とするこ
とを明確に する , 学生の ペ ー ス に 合わせ た授業を行う等
で あ っ た｡
14) (学生を個人とし て尊重 し平等に 接する)
こ の カ テ ゴ リ は, 20記録単位か ら形成され, 記録単位
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総数の2.3% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位は , 学生 を
1人の 人間とし て見る, ど の学生に も同じように接する,
学生 の 気持ちをあり の まま に受け入れる等で あ っ た｡
15) (自己の誤りに対 し誠実に対応する)
こ の カ テ ゴ リは, 16記録単位か ら形成され, 記録単位
総数の1.8% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, 自分 の
非をき ちんと認める, 間違 い を素直に認め学生の 前で誤
る, 自分 の 実績をおごらず過去に した ミ ス を話す等で あ っ
た｡
16) (物事に迅速 ･ 柔軟 に対応する)
こ の カ テ ゴ リ は, 14記録単位か ら彪成され, 記録単位
総数の1.6% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位は, 素早く
適切な行動をと る, きびきび して い て そ の 場の 出来事 に
順応する , 臨機応変に対応する等で あ っ た｡
17) (患者の ことを第 一 に 考え援助する)
こ の カ テ ゴ リ は, 10記録単位から形成され, 記録単位
総数の1.1% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, 常 に患
者の ことを考え て い る, どん な状況であ っ て も患者の ニ ー
ズ に 応え ようとする, 学生 の受け持ち以外の患者に も率
先して ケ アを行う等で あ っ た｡
18) (手際よく落ち着い て看護技術を提供する)
こ の カ テ ゴ リ は, 10記録単位から形成され, 記録単位
総数の1.1% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, し っ か
りと した技術を身に付け手際よく行う, 素早く無駄の な
い動きで援助する, 冷静 に落ち着い て採血や静脈注射を
する等で あ っ た｡
19) (誰に対し て も対等に接する)
こ の カ テ ゴ リ は, 9記録単位か ら形成され, 記録単位
総数の1.0%に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, 学生 と
対等に話 しか ける , 上の 人 に も自分の意見を言う, 相手
が誰で あ っ て も自分の 考え を話す等で あ っ た｡
20) (積極的に研究活動 ･ 学習活動を行う)
こ の カ テ ゴ リ は, 9記録単位か ら形成され, 記録単位
総数の1.0%に該当した｡ こ れ ら の 記録単位は , プ ラ イ
ベ ー ト で も研究に取り組む, 自分自身に課題を与え る,
熱心 に勉強する等で あ っ た｡
21) (患者の 個別性に応じた コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を展開
する)
こ の カ テ ゴ リは, 8記録単位か ら形成され , 記録単位
総数の0.9% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, 患者が
安心するよう に声をかける, 自然 に声をか け患者の状態
を尋ね る, 必ずど こか に手を触れ て話をする等であ っ た｡
22) (患者に笑顔で 優しく接する)
こ の カ テ ゴ リは, 7記録単位から形成され, 記録単位
総数の0.8% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, 優 しさ
4 千葉看会誌 V O L. 6 No.2 2000.12
表 2 学生が知覚して い る看護学教具の
ロ ー ル モ デ ル行動
カ テ ゴ リ 記録単位数 陶
1
. 指導 の時機 . 場所 . 方法を考慮する 184(20.9)
2. 親身に な つ て 考え 助言す る 120(13.7)
3
. 授業を創意工夫す る 75(8.5)
4. い つ も明 るく琴爽 と落ち着 い た態度 で ふ 58(6.6)
る まう
5. 学生 の 話 を真剣 に聞く 57( 6.5)
6. 学生 の 良 い 所 . 努力を認 め誉 め る 46( 5.2)
7. 学生と共 に考え学習す る 33( 3.8)
8. 学生 の 不安や 緊張を緩和す る 31( 3.5)
9. 自己 . 看護 . 看護職 に対す る信念 . 価値
27( 3.1)を示す
10. 学生 の 体調 . 学習状況等 に関心を示す 26( 3,0)
ll. 学生 の 未熟 さを容認 し補う 25( 2.8)
1 2. 学生と自然体で接す る ■23( 2.6)
1 3. 授 業を明快 に進め る 22( 2.5)
14. 学生 を個人 と して 尊重し平等 に接す る 20( 2.3)
1 5. 自己 の 誤り に対し誠実 に対応す る 16(.1.8)
16. 物事に 迅速 . 柔軟 に対応す る 14( 1.6)
1 7. 患者 の こ とを第 一 に 考え 援助す る 10(.1.1)
18. 手 際よ く落ち着い て 看護技術を提供す る 10( 1.1)
1 9. 誰 に対して も対等に接す る 9( 1.0)
20. 積極 的 に研究活動 . 学習活動を行う 9( 1.0)
21
. 患者の 個別性 に応 じた コ ミ ュ ニ ケ - シ ヨ
8(0.9)ン を展開す る
22. 患者 に 笑顔で優 しく接す る 7(0.8)
23
. 幅広い 知識 . 看護に 関す る新しい 情報 を
7(0.8)取り入れ る
24. 礼節 を尊ぶ 6(0.7)
25
. 患者 の 変化に迅速 に対応 し, 必要 な援助
6(0.7)を行う
26. 患者 の 立場に立 つ て考え学生を指導す る 5(0.6)
27. 学生 自身の 発見 . 成功を共 に喜ぶ 4 (0.5)
28. 学生 の 学習環境 に配慮す る 4 (0.5)
29. 記録物 . レ ポ ー トに 関す る フ ィ ー ド バ ツ
3 (0.3)
ク を速 や か に行う
.30. 患者の 状態を正確 に ア 七ス メ ン 卜す る 3 (0.3)
31. 医療 ス タ ッ フ と よ い 関係を保 つ 3 (0.3)
32. 将来 へ の 明確 な 目標を持 ち努力す る 3 (0.3)
33. 学生 に優 しく接する 2 (0.2)
34. 患者 を人 と して尊重す る 2 (0.2)
35. 魅力 的に身 だ しな み を整 え る 1 (0.1)
と思 い やりを持 っ て患者に接する , 患者に 優しく声をか
ける, 患者 の前 で は笑顔を絶やさな い等 で あ っ た ｡
23) ( 幅広い 知識 ･ 看護 に 関する新 し い情報を取り入れ
る)
こ の カ テ ゴ リは, 7記録単位か ら形成され , 記録単位
総数の0.8% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, 他学問
か らも看護を見る視点を持 っ , 看護 に 関係する分野を幅
広く捉え学生に伝え る, 様 々 な知識をすぐに 引き出す等
で あ っ た ｡
24) (礼節を尊ぶ)
こ の カ テ ゴ リは, 6記録単位から形成され, 記録単位
総数の0.7%に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, 学生 に
ありがとうと自然に言え る, どん な質問にも返事を返す,
明るく挨拶を交わす等で あ っ た｡
25) (患者の変化に迅速に対応 し, 必要な援助を行う)
こ の カ テ ゴ リ は, 6記録単位か ら形成され, 記録単位
総数の0.7% に該当した｡ こ れ ら の記録単位 は, 患者 の
変化に素早く対応する, 患者 に と っ て 一 番 よ い方法で援
助する , そ の患者に必要な援助を適切に行う等であ っ た｡
26) (患者の立場に 立 っ て 考え学生を指導する)
こ の カ テ ゴ リは, 5記録単位から形成され, 記録単位
総数の0.6% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は , い っ も
患者の 気持ちに なるよう にと助言する, 患者 の立場に立 っ
て
一 生懸命に なる, 患者 へ の援助を視野に 入れた指導を
する等で あ っ た｡
27) (学生自身の 発見 ･ 成功を共に喜ぶ)
こ の カ テ ゴ リは, 4記録単位か ら形成され , 記録単位
総数の0.5% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, 学生が
答えを見い だ したとき 一 緒 に喜ぶ , 看護技術が上手くで
きたとき 一 緒 に な っ て 喜 ぶ , 学生が喜ん で い る こ とを共
に喜ぶ等で あ っ た ｡
28) (学生の学習環境に配慮する)
こ の カ テ ゴ リは, 4記録単位か ら形成され, 記録単位
総数の0.5 %に該当した｡ こ れ ら の記録単位 は, 学生と
臨床指導者 の気持ちを つ なげる, 教室内の室温に気を配
る, 真剣 に話し合い の で きる環境を作る等で あ っ た｡
29) (記録物･ レ ポ ー ト に 関する フ ィ ー ド バ ッ ク を速や
か に行う)
こ の カ テ ゴ リ は, 3記録単位か ら形成され , 記録単位
総数の0.3% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, 記録物
を必ず見 る, 早く記録を返却しア ド バ イ ス をきちんとす
る, レ ポ ー ト の評価をきちん と コ メ ン トする で あ っ た｡
30) (患者の状態を正確に ア セ ス メ ン トする)
こ の カ テ ゴ リは, 3記録単位から形成され, 記録単位
総数の0,3 %に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は , い く つ
も観察ポイ ン ト を把握 して い る , 目的を持 っ て 的確に情
報を得る, 患者 の状態を正確に判断するで あ っ た｡
31) (医療ス タ ッ フ と よ い 関係を保 っ)
こ の カ テ ゴ リは, 3記録単位か ら形成され , 記録単位
総数の0.3% に該当した｡ こ れ ら の記録単位 は, 臨床指
導者とよ い 関係を保 つ , 病棟 の看護婦とも仲良くし て い
る , 臨床指導者や医師とも打ちとけ て い る で あ っ た｡
32)(将来へ の 明確な目標を持ち努力する)
こ の カ テ ゴ リは, 3記録単位から形成され, 記録単位
総数の0.3%に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, 自分 の
考えや方向性を持ち行動する, 自分 の 目標を持ち努力す
る, 将来設計通り の こ とを実現するで あ っ た ｡
33) (学生に優しく接する)
こ の カ テ ゴ リ は, 2記録単位か ら形成され , 記録単位
総数の0.2% に該当した｡ こ れ ら の 記録単位は , い っ も
優しく学生に接する, 辛 い こ とが あ っ て も学生の前で は
優し い態度を示すで あ っ た｡
34) (患者を人とし て尊重する)
こ の カ テ ゴ リは, 2記録単位か ら形成され, 記録単位
総数の0.2 %に該当した｡ こ れ ら の記録単位 は, 患者を
1人の人間とし て扱 い 支援する, 学生だけ で なく受け持
ち患者に も声をかける で あ っ た｡
35) (魅力的に身だ しなみを整える)
こ の カ テ ゴ リは, 1記録単位か ら形成され, 記録単位
総数の0.1 %に該当した｡ こ れ ら の 記録単位 は, い っ も
素敵だなと思わせる姿で とて も生き生き輝い て い る で あ っ
た｡
5. 研究結果の 倍頼性
2名の 分析者が行 っ た カ テ ゴ リ へ の分頬の 一 致率を ス
コ ッ トの 式 に より算出した結果, 70%と75%で あ っ た｡
一 致率は, 研究結果が信頼性を確保 して い る こ とを示し
た｡
Ⅴ
. 考 察
本研究の 結果, 看護学教員の ロ ー ル モ デ ル 行動を示す
35カ テ ゴ リが形成された｡ 本項 にお い て は, こ の 35カ テ
ゴ リ各 々 と関連文献との照合 に基づき , よ り抽象度の高
い包括的な概念 へ の統合, 置換を行い , ロ ー ル モ デ ル 行
動 の特徴に つ い て考察する｡
1. 熱意を持ち質の高い教授活動を志向する行動
本研究の結果は, 学生が教員の教育活動の 中で示され
る行動の う ち, (1 . 指導 の時機 ･ 場所 ･ 方法を考慮す
る) , (3 . 授業を創意工夫する) , (6. 学生 の 良 い
所 ･ 努力を認め誉める) , (7. 学生と共に考え学習す
る) , (8. 学生 の不安や緊張を緩和する) , (9. 自
己 ･ 看護 ･ 看護職に対する信念 ･ 価値を示す) , (10.
学生 の体調 ･ 学習状況等に 関心を示す) , (ll. 学生 の
未熟さを容認 し補う) , (13. 授業を明快に進める) ,
(26. 患者 の立場に 立 っ て 考え学生を指導する) , (27.
学生自身の発見 ･ 成功を共に喜ぶ) , (28. 学生 の学習
環境に配慮する) , (29. 記録物 ･ レ ポ ー トに関する フ ィ ー
ド バ ッ ク を速やか に行う) と い う行動を ロ ー ル モ デ ル 行
動と して 知覚するこ とを明らか に した｡
授業過程の 評価に関する研究11)12) 13) は, 教員個々 人が
自己の 教授活動の 質を高めるため の評価視点を明らか に
した｡ そ の評価視点となる教授活動と は, ｢ 指導･ ア ド
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バ イ ス の タイ ミ ン グ の適切性｣, ｢学生の 学習内容 ･ 方法
の適切性｣, ｢教材の工夫 ･ 活用｣, ｢学生の疲労度 ･ 集中
力等に応じた時間配分｣, ｢看護に対する価値や教員個人
の 見解の 伝達｣, ｢学生の人間性 ･ 主体的学習の 尊重｣,
｢学生と人的 ･ 物的環境 へ の 配慮の 適切性｣, ｢記録物の
活用｣ 等を考慮し授業を展開する こと で ある｡ ま た, 教
授活動と は, 授業 の目標達成に 向け, 教員が教材を媒介
に して , 知識 ･ 技術 の修得を目指す学生の学習活動を支
援する14)1 5)活動を指す｡ こ れ らは, (′1 . 指導の 時機 ･
場所 ･ 方法を考慮する) , (3. 授業を創意工夫する) ,
(6. 学生の 良 い所 ･ 努力を認め誉める) , (7. 学生
と共に 考え学習する) , (8. 学生 の不安や緊張を緩和
する) , (9 . 自己 ･ 看護 ･ 看護職に対する信念 ･ 価値
を示す) , (10. 学生 の 体調 ･ 学習状況等 に 関心を示
す) , (ll. 学生 の 未熟さ を容認し補う) , (13. 授業
を明快に進める) , (26. 患者の 立場に立 っ て考え学生
を指導する) , (27. 学生自身の 発見 ･ 成功を共 に喜
ぶ) , (28. 学生 の学習環境に配慮する) , (29. 記録
物 ･ レ ポ ー ト に 関する フ ィ ー ド バ ッ ク を速やか に行う)
と い う行動が, 質 の高 い教授活動を展開する こと を熱心
に目指して い る教員の行動と して共通性を持 っ こ と を表
す｡ すなわち, 本研究に より明らか にな っ た35カ テ ゴ リ
の うち, 1. 3 . 6 . 7 . 8 . 9 . 10. ll. 13. 26. 27. 28. 29. の
13カ テ ゴ リはt 【熱意を持ち質の高い教授活動を志向す
る行動】 と し て統合, 置換する ことが可能で ある｡
2. 成熟度の 高い社会性を示す行動
本研究の結果は, 学生が教員の教育活動の 中で示され
る行動の うち, (2 . 親身 に な っ て 考え助言す る) ,
(4. い っ も明るく楓爽と落ち着い た態度で ふるまう) ,
(5･ 学生 の話を真剣に聞く) I
.
(12･ 学生と自然体で
接する) , (14. 学生 を個人 とし て尊重 し平等 に 接す
る) , (15. 自己の誤り に対 し誠実に対応する) , (16.
物事 に迅速 ･ 柔軟 に対応する) , (19. 誰に 対して も対
等に接する) , (24. 礼節を尊 ぶ) , (33. 学生 に優し
く接する) , (35. 魅力的に身だ しなみを整える) と い
う行動を ロ ー ル モ デ ル 行動とし て知覚する ことを明らか
に した ｡
人間は, 対人的 ･ 集団的 ･ 社会的状況に お い て ,
◆
安定
し 一 般的に 受容され て い る慣習的な行動様式や行動的特
徴を発達させ て いく｡ こ の ような行動様式や行動的特徴
を社会性とい い , そ の 高さ は, 他者 の存在を認め, 相手
の立場 ･ 意見 ･ 信念等を尊重し, 相手を受容すると いう
行動に より示される16)｡ ま た, 成熟 した社会性を持 っ 人
間は, 他者と の 関わりが円満で , 協調性を持 ち, お互 い
の個性を認め17) なが ら, 自 己 の行動を調整し, 情緒 の安
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定を保 っ 能力を有する18)｡ こ れ は, (2 . 親身 にな っ て
考え助言する) , (4. い っ も明るく現爽と落ち着いた
態度で ふ るまう) , (5 . 学生 の 話を真剣 に聞く) ,
(12. 学生と自然体で接する) , (14. 学生を個人と し
て尊重し平等に接する) , (15. 自己の誤り に対し誠実
に対応する) , (16. 物事 に迅速 ･ 柔軟 に対応する) ,
(19. 誰 に対して も対等 に接する) , (24. 礼節を尊
ぶ) , (33. 学生 に優しく接する) , (35. 魅力的に身
だ しなみを整え る) と いう行動が , 成熟した社会性を身
に つ けて い る教員の 行動と して 共通性を持 っ こ とを表す｡
すなわち, 本研究 に より明らか に な っ た35カ テ ゴ リ の う
ち, 2 . 4 . 5 . 12. 14. 15. 16. 19. 24. 33. 35. の11カ テ ゴ リ
は, 【成熟度の高 い社会性を示す行動】 として統合, 置
換する ことが可能で ある｡
3
. 熟達 した看護実践能力を示す行動
本研究の結果は, 学生が教員の 教育活動の 中で示され
る行動の うち, (17. 患者 の こ とを第 一 に 考え援助す
る) , (18. 手際よく落ち着い て看護技術を提供する) ,
(21. 患者 の個別性に応じた コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を展開
する) , (22. 患者 に笑顔で優しく接する) , (25. 忠
者 の変化に迅速に対応し, 必要な援助を行う) , (30.
患者 の状態を正確に ア セ ス メ ン トする) , (31. 医療 ス
タ ッ フ と よ い関係を保 っ) , (34. 患者を人として 尊重
する) と いう行動を ロ ー ル モ デ ル行動とし て知覚するこ
とを明らか に した ｡
看護婦の 看護実践に関する記述的研究19) は, 熟達した
看護実践に示され る能力と して , ｢患者とともに い る｣,
｢緊急事態で の必要性と資源をすばやく, 上手く組み合
わせる｣, ｢触れる ことを通して 安楽をもたらし, コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン を図る｣, ｢ 多様な患者の ニ ー ズや要望を調
整し, 順位 づ け, そ れ に応える｣, ｢ 最適な治療を提供す
るため の ヘ ル ス ケ ア チ ー ム を編成, 維持する｣ 等を明ら
か に した｡ これ は, (17. 患者 の こ とを第 一 に 考え援助
する) , (18. 手際よく落 ち着 い て 看護技術を提供す
る) , (21. 患者 の個別性に応じた コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
を展開する) , (22. 患者 に笑顔 で優 しく接する) ,
(25. 患者の変化に迅速に対応し, 必要な援助を行う) ,
(30. 患者 の状態を正確に ア セ ス メ ン トする) , (31.
医療 ス タ ッ フ と よ い 関係を保 っ) , (34. 患者を人とし
て尊重する) とい う行動が, 熟達 した看護実践能力を示
して い る教員の行動と して共通性を持 っ こ とを表す｡ す
なわち, 本研究に より明らか に な っ た35カ テ ゴ リの うち,
17. 18. 21. 22. 25
.
30
.
31
.
34
.
の 8 カ テ ゴ リ は, 【熟達した
看護実践能力を示す行動】 とし て統合, 置換する こ とが
可能である｡
4. 職業活動の 発展を志向し続ける行動
本研究の 結果は, 学生が教員の教育活動の 中で 示され
る行動の うち , (20. 積極的に研究活動 ･ 学習活動を行
う) , (23. 幅広 い知識 ･ 看護 に 関する新 しい情報を取
り入れ る) , (32. 将来 へ の 明確な目標を持ち努力す
る) という行動を ロ ー ル モ デ ル行動と して 知覚するこ と
を明らか に した｡
日本看護系大学協議会は, 21世紀に 期待され る看護専
門職像を次の よう に表した｡ ｢看護専門職は, 多様 に し
か も急速に変化し つ つ あ る社会状況を認識 し, 生涯を通
し て最新の 知識, 技術を学習 し つ づ ける｣ と ともに ,
｢ 未知の課題 に対して は, 自 ら幅広く多様な情報 を収集
し, 創造性を発揮して そ の解決に 向け て 取り組 む｣2 0)0
こ れ は, (20. 積極的に研究活動 ･ 学習活動を行う) ,
(23. 幅広 い知識 ･ 看護 に 関する新 しい 情報を取り入れ
る) , (32. 将来 へ の 明確な目標を持ち努力する) とい
う行動が, 自己の職業活動の更なる発展に向け取り組み
続ける教員の行動とし て共通性を持 っ こ とを表す｡ すな
わち, 本研究に より明らか に な っ た35 カテ ゴ リ の うち,
20
.
23
.
32
.
の 3 カ テ ゴ リは, 【職業活動の 発展を志向し
続ける行動】 と して統合, 置換する ことが可能で ある｡
以上, 本研究の結果に 関する検討は, 学生が知覚する
看護学教員の ロ ー ル モ デ ル 行動が , 【熱意を持ち質の高
い教授活動を志向する行動】 , 【成熟度の 高い社会性を
示す行動】 , 【熟達した看護実践能力を示す行動】 ,
【職業活動の発展を志向し続ける行動】 の 4側面からな
ると い う特徴を持 っ こ とを示唆した｡ これ は, 学生が教
育活動の 中で 示され る教員の 行動の うち, 【熱意を持ち
質の 高い教授活動を志向する行動】 , 【成熟度の高い社
会性を示す行動】 , 【熟達 した看護実践能力 を示す行
動】 , 【職業活動の発展を志向し続ける行動】 に着目し,
そ の教員の 行動を自分に取り入れようと試みる ことを意
味する｡ 教員は, 学生 の学習 へ の動機づけを高め, 看護
職者とし て必要な態度の修得に寄与する これ ら4側面の
行動を, 自己の教育活動に お い て実践する よう心がける
ことが重要で ある｡ 教員個々人が学生にと っ て の ロ ー ル
モ デ ル で あ るため に, 教員 は自己の 行動を評価し, そ の
向上に努め て い く必要があり, そ の ための 測定用具を開
発する ことは今後の課題で あ る｡
Ⅵ . 結 論
1
. 学生 に よる自由記述式回答は, 看護学教員の ロ ー ル
モ デ ル行動を示す35カ テ ゴ リを形成した｡
2
.
35カ テ ゴ リ は , 看護学教員の ロ ー ル モ デ ル 行動 が
【熱意を持 ち質の 高 い教授活動を志向する行動】 ,
【成熟度の高い社会性を示す行動】 , 【熟達 した看護
実践能力を示す行動】 , 【職業活動の 発展を志向し続
ける行動】 の 4側面か らなると い う特徴を持 っ ｡
3. 教員は, 学生 の 学習 へ の動機づ けを高め, 看護職者
とし て の態度の 修得に寄与する ロ ー ル モ デ ル 行動を ,
自己の教育活動にお い て示せ るよう努め て い く必要が
ある｡ そ の ため , 教員個々人が自己の行動を評価する
測定用具を開発するこ とは今後の課題で ある ｡
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